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輸液ポンプとは

• 薬液につながる輸液ラインをしごいてその生
み出される圧力で注入を行う装置

• 薬液ボトルの高さや粘性、チューブや血管の
抵抗などの影響を受けずに正確で安定した
輸液ができる

• 注入速度と予定量を必ず設定する
• 流量誤差は±１０％以下
• 使い方を間違うと大きな事故につながります
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勤続年数別ヒヤリハット事例当事者

厚生労働省 医療安全対策ネットワーク整備事業
（ヒヤリ・ハット事例収集等事業）・第３回集計結果より
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輸液ポンプ機種別内訳(全９５台）
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輸液ポンプの方式

• フィンガーポンプ
• ローラーポンプ

フィンガーポンプ

• 流量制御型
• 滴数制御型





チューブがヘタると流量が少なくなる









安定性に気を付けて設置し、万が一転倒
してしまった場合は点検を依頼して下さい。

• 万が一転倒や落下による衝撃がポンプに加
わった場合には、外観に異常が見られない場
合でも内部が破損している可能性があります
ので、ただちに使用を中止して点検を依頼し
て下さい。



どっちが正しいでしょうか？





クレンメ閉め忘れによる
「フリーフロー」

• フリーフローとは、輸液セットのクレンメまたは
三方活栓などを閉じないでポンプから輸液
セットをはずすなど、輸液剤が設定以上の大
流量で患者さんに注入されてしまうことです。



原因１

・点滴更新時に、
クレンメを開放
したままドアを
開放。

・気泡を除去し
ようと、クレンメ
を開放したまま
ドアを開放。



原因２



原因３



バッテリーについて

• フル充電時で約1時間使用できます
• バッテリーは移動時や停電時に使用するた
めのもの

• 自然放電しますので機材庫に保管時もコンセ
ントにつないでください



バッテリートラブル

• バッテリが劣化してくると稼働時間が短くなり
ます。
さらに劣化が進むと、電源コードを外した場合
や停電の際に使用できない場合があります。

対策：交換

• 短い充放電を繰り返しますと、一時的に充電
能力が低下します。（メモリー効果）

対策：定期的に完全放電と完全充電を行う



正しく使用しているのに
ポンプがおかしい

• 再度確認



輸液ポンプ点検依頼内容
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輸液ポンプ
修理あり
9%

修理なし
91%

修理あり 修理なし

ほとんどが操作・確認などのミス



それでもおかしい

• ポンプ類点検依頼書に詳細を記入し点検依
頼
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